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よ
り
）

　

会
議
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
、
急
激
に
上
昇
す
る
イ
ン
フ
レ
、

世
界
同
時
不
況
へ
の
懸
念
な
ど
が
地
政
学
的
な
対
立
を
引
き
起
こ
す
、
主
要
な
新
た
な
懸
念
事
項

と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
認
識
と
回
避
に
つ
い
て
多
く
の
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
ダ
ボ

ス
会
議
に
先
立
ち
恒
例
の
「
年
次
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
報
告
書
」
が
開
示
さ
れ
た
。
今
後
10
年
間

に
人
類
が
直
面
す
る
最
悪
の
リ
ス
ク
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

１
．
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク　

ト
ッ
プ
10

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
報
告
書
は
、
１
２
０
０
人
を
超
え
る
そ
の
道
の
専
門
家
、
政
策
立
案

者
、
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
今
後
起
こ
る
べ
き
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ト
ッ
プ
10
の
リ
ス
ク
は

①
気
候
変
動
の
緩
和
策
の
失
敗
、
②
気
候
変
動
適
応
策
の
失
敗
、
③
自
然
災
害
お
よ
び
異
常
気

象
、
④
生
物
多
様
性
の
喪
失
と
生
態
系
の
崩
壊
、
⑤
大
規
模
な
非
自
発
的
移
住
、
⑥
天
然
資
源

の
危
機
、
⑦
社
会
的
結
束
と
二
極
化
の
侵
食
、
⑧
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
サ
イ
バ
ー
不
安
の
蔓
延
、

⑨
地
経
学
的
な
緊
張
、
⑩
大
規
模
な
環
境
被
害
事
象

で
あ
り
、
い
ず
れ
の
項
目
も
今
後
10
年
間
で
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
は
、
大
部
分
は
水
管
理
に
関
す

る
事
を
示
し
て
い
る
。

　
「
分
断
さ
れ
た
世
界
に
お
け
る
協
力
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
た
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
２
０
２
３
（
通
称
「
ダ
ボ
ス
会
議
」）
が
１
月
20
日
に
閉
幕
し
た
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
裁
の
ボ
ル
ゲ
・
ブ
レ
ン
デ
は
閉
会
の
辞
で
「
今
回
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
は
、

特
に
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
と
い
う
最
も
緊
急
的
な
危
機
へ
の
認
識
と
取
り
組
み
に
進

展
が
見
ら
れ
た
」
と
強
調
し
た
。

　

３
年
振
り
で
開
催
さ
れ
た
ダ
ボ
ス
会
議
に
は
、
世
界
各
国
か
ら
政
府
代
表
、
産
業
界
の
指
導
者

や
市
民
団
体
な
ど
約
２
７
０
０
人
の
参
画
の
下
で
、
50
以
上
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
西
村
経
済
産
業
大
臣
、
後
藤
経
済
財
政
担
当
大
臣
や
河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、
産
業
界
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ら
が
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
り
組
み
を
発
信
し
た
。（
日
本
か
ら
78
名
、
事
前
リ
ス
ト
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・
人
間
の
福
祉
と
経
済
的
な
発
展
に
対
す
る
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
水
の
価
値
向
上
に
関
す
る
研

究
の
強
化

・
仮
想
水
お
よ
び
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
評
価
し
国
際
貿
易
パ
タ
ー
ン
を
使
用

し
て
、
最
も
水
が
必
要
な
場
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

３
．
水
管
理
改
善
へ
の
影
響
…
…
世
界
銀
行
２
０
３
０
水
資
源
グ
ル
ー
プ

　

２
０
３
０
年
水
資
源
グ
ル
ー
プ
（
２
０
３
０
Ｗ
Ｒ
Ｇ
）
は
、
ダ
ボ
ス
２
０
０
８
年
次
総
会
で
発

足
し
、
世
界
の
水
需
要
と
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
提
案
を
支
援
し
て
き
た
。
２
０
３
０
Ｗ
Ｒ

Ｇ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
設
立
以
来
、
民
間
部
門
、
政
府
、
市
民
社
会
か
ら
の
１
０
０
０
を
超
え
る
パ

ー
ト
ナ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
14
の
国
／
州
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
資
金
調
達
し
た

１
億
米
ド
ル
で
、
次
の
よ
う
な
分
野
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

・
農
業
用
水
の
効
率
化

・
都
市
の
生
活
用
水
お
よ
び
工
業
用
水

・
下
水
処
理
や
排
水
処
理

・
水
質
管
理
の
改
善

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
約
１
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
資
源
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
３
０

気
候
変
動
に
お
け
る
水
資
源
の
役
割
へ
の
低
い
評
価
、
水
管
理
へ
の
投
資
の
低
さ
、
水
管
理
の
早

期
警
戒
シ
ス
テ
ム
の
未
達
、
国
境
を
超
え
る
水
紛
争
の
頻
発
、
水
の
再
生
利
用
の
低
さ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
で
は
ど
う
す
る
の
か
、
国
際
的
な
取
り
組
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
水
へ
の

投
資
問
題
に
言
及
が
す
く
な
い
の
が
気
に
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。

２
．
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
…
…
Ｉ
Ｒ
Ｐ
レ
ポ
ー
ト

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
主
催
す
る
Ｉ
Ｒ
Ｐ
（
27
名
の
国
際
的
な
科
学
者
、
33
の
政
府
関
係
者
、
そ
の
他
水

環
境
グ
ル
ー
プ
）
の
報
告
書
で
は
、
世
界
に
迫
り
く
る
危
機
を
く
い
止
め
る
た
め
に
は
、
水
資
源

の
使
用
と
経
済
成
長
か
ら
切
り
離
す
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

分
離
を
達
成
す
る
費
用
対
効
果
の
最
も
高
い
方
法
は
、
各
国
政
府
が
水
源
か
ら
配
水
、
経
済
的
な

水
利
用
、
治
水
、
水
処
理
、
再
生
水
、
水
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
自
国
の
水
循
環
全
体
を
考
慮
し

た
水
管
理
政
策
を
計
画
し
、
実
行
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
Ｉ
Ｒ
Ｐ
は
次
の

事
を
推
奨
し
て
い
る
。

・
水
の
無
駄
を
減
ら
す
研
究
開
発
に
投
資
す
る

・
水
利
用
の
効
率
の
改
善
を
し
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

・
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
を
保
護
し
、
水
需
要
を
抑
制
し
、
社
会
に
最
も
有
益
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
生
産
す
る
セ
ク
タ
ー
に
水
の
再
配
分
を
行
う
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Ｗ
Ｒ
Ｇ
は
現
在
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
イ
ン
ド
、
ケ
ニ
ア
、
メ
キ
シ

コ
、
ペ
ル
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
13
カ
国
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

４
．
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
の
相
互
作
用
…
…
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

各
国
政
府
代
表
者
、
企
業
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
参
画
し
「
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
の
相
互
作

用
」
に
関
し
白
熱
し
た
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
世
界
は
、
現
代
史
上
で
最
大
の
食
料
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
世
界
中
で
約
８
億
人
が
飢
餓

を
経
験
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
人
口
の
９
・
８
％
に
相
当
し
、
更
に
拡
大
す
る
と
警
告
を
発
し

て
い
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
両
者
の
連
携
に
よ
り
食
料
シ
ス
テ

ム
の
回
復
力
を
復
元
さ
せ
効
率
的
な
農
業
生
産
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
の
提
言

の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
た
の
が
、「
小
規
模
農
家
を
支
援
す
る
戦
略
」
で
あ
る
。
今
日
、
飢
餓
の

被
害
に
遭
っ
て
い
る
人
々
の
多
く
は
小
規
模
の
食
料
生
産
者
で
あ
る
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
世
界

の
農
場
の
ほ
と
ん
ど
（
84
％
）
は
低
所
得
で
飢
え
た
農
民
が
所
有
す
る
小
規
模
農
場
（
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
下
）
で
あ
り
、
特
に
こ
れ
か
ら
人
口
爆
発
が
予
想
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
は
大
変
。
事
実
、
世

界
の
農
林
漁
業
労
働
力
の
ほ
ぼ
半
数
（
49
・
7
％
）
を
占
め
る
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
人
口
は
57
・
9

％
で
、
２
０
０
０
年
以
来
、
世
界
で
最
も
農
業
生
産
成
長
率
を
記
録
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
フ
リ
カ
は
依
然
と
し
て
主
要
な
食
料
輸
入
国
で
あ
り
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
の

統
計
を
み
て
も
、
必
要
な
食
料
の
85
％
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
際
開
発
大
臣
の
ア
ン
ネ
・
ベ
ア
テ
・
ト
ヴ
ィ
ン
ネ
ラ
イ
ム
氏
は
、「
小
規
模

農
家
に
投
資
す
べ
き
」
と
述
べ
、
具
体
的
に
小
規
模
農
家
、
特
に
発
展
途
上
国
に
は
、
農
学
に
も

と
づ
く
栽
培
技
術
や
気
候
変
動
に
対
処
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
拡
げ
る
た
め
の
投
資
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　

ダ
ボ
ス
会
議
は
経
済
人
の
集
ま
り
で
あ
り
、
目
の
前
の
経
済
対
策
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
理

解
で
き
る
が
、
経
済
を
支
え
て
い
る
水
の
役
割
（
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
と
の
つ
な
が
り
）
に

つ
い
て
の
言
及
が
少
な
い
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
水
は
持
続
可
能
性
の
高
い
循
環
資
源

で
あ
り
、
気
候
変
動
や
生
態
系
の
劣
化
に
も
深
く
関
係
し
て
い
る
。
自
然
災
害
の
９
割
は
洪
水
や

干
ば
つ
な
ど
水
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
年
を
追

う
ご
と
に
記
録
的
な
豪
雨
や
干
ば
つ
被
害
が
拡
大
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
混
乱
さ
せ
世
界
経

済
の
減
速
や
、
食
料
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
枯
渇
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
多
く
の
場

合
、
水
資
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
や
資
源
と
し
て
も
過
小
評
価
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は

持
続
可
能
な
天
然
資
源
と
し
て
も
っ
と
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

カレント寄稿

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


